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国土交通省事業名 事業 一般国道 事業

一般国道２４号 大和御所道路 近畿地方整備局区分 主体
やまとごせ

起終点 延長自：奈良県大 和 郡 山市伊豆七条町
やまとこおりやま いずしちじょう

至：奈良県五 條市居傳町 ２７．２km
ごじょう い で

事業概要

、 、 。 、国道24号は 京都市を起点とし 奈良市を経由して和歌山市に至る延長約140㎞の主要幹線道路である 大和御所道路は
京奈和自動車道の一部として、広域的な都市圏の活性化、国道24号の交通混雑の緩和、交通安全の確保及び生活圏・活動
圏の拡大による地域の活性化を図ることを目的とした延長約27.2㎞の高規格幹線道路である。

Ｓ４７年度事業化 Ｓ４８年度都市計画決定 Ｈ４年度用地着手 Ｈ６年度工事着手
（ ）Ｈ３年度,Ｈ８年度変更

全体事業費 約４，６００億円 事業進捗率 ５３％ 供用済延長 ７．８km

計画交通量 ５１，８００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 ６．３ 1,772/5,009億円 15,890/31,361億円 平成１８年(事業全体)

走行時間短縮便益：15,208/30,154億円事 業 費：1,524/4,760億円

走行費用減少便益： 551/ 989億円(残事業)９．０ 維持管理費： 249/ 249億円

交通事故減少便益： 132/ 218億円

残事業（事業全体）について感度分析を実施感度分析の結果

交通量変動：B/C=７．２(交通量+10%) B/C=１０．１(交通量-10%)
事業費変動：B/C=８．３(事業費+10%) B/C=９．８(事業費-10%)

事業の効果等

・円滑なモビリティの確保（現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される）
・安全で安心できるくらしの確保（橿原市にある直近の三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる） 他１７項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

大和御所道路は、京都・奈良・和歌山間の広域連携強化、交通渋滞の緩和、地域の活性化等に重要な役割を果たすこと
が期待されており、奈良市をはじめとする京奈和自動車道整備促進期成同盟会等により、早期完成の要望を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

、 、 、 、 、 、大和区間は 専用部の部分供用により 渋滞が緩和されているが 御所区間では 自動車保有台数の増加もあり 依然
渋滞している。

事業の進捗状況、残事業の内容等

用地進捗率は全体で８６％完了しており、大和区間においては平成１８年４月に専用部７．８kmを部分供用したところ
である。今後は残用地の取得を進めるとともに、平成１８年度より御所区間の工事に着手したところ。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

既供用区間では、用地買収に伴う公図訂正、用地取得難航箇所での土地収用法に基づく手続きの実施、全線に渡っての
埋蔵文化財調査に期間を要した。残区間についても、用地買収、埋蔵文化財調査、設計協議等関係機関との調整を行い、
円滑な事業推進に努め、早期に整備効果が発揮できるように、段階的整備を図る予定である。

施設の構造や工法の変更等

専用部既供用区間では、ＰＣ合成桁の適用や機能分離型支承等、新たな工法の採用や現場内における施工の工夫等によ
りコスト縮減を図っている。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
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※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


